
解答プリント「中学社会・歴史的分野」 

 

■発展プリント 

単元：10 日清・日露戦争と近代産業 
【評価の観点】 ：思考・判断・表現  ：技能  ：知識・理解 

 

解答例 解説 
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⑴ 天皇 

 

 

 

 

⑵ 君主権が強い憲法であ

ったから。(15字) 

 

 

⑶ ａ 25 

  ｂ 15 

 

１ ⑴ 第 1 条の条文は，日本が天皇を君主とする立憲君主国であ

ることを規定したものである。大日本帝国憲法での天皇は，神

聖不可侵（尊い存在であり，これを汚してはならないことを）

で主権を持ち，国の統治権，軍隊の統帥権を持つなど，絶対的

な権限を与えられていた。 

⑵ 憲法は近代的な国家のもととなるだけでなく，天皇制を確

立させようとしたものであったため，伊藤博文は君主権の強い

ドイツ憲法（プロイセン憲法）を中心として，憲法草案をまと

めた。 

⑶ 日本の選挙権は次のように拡大した。 

1889 1900 1919 1925 1945

黒田清隆 山県有朋 原　敬 加藤高明 幣原喜重郎

1890 1902 1920 1928 1946

直接国税 15円以上 10円以上 ３円以上 制限なし 制限なし

性別 男 男 男 男 男女

年齢 満25歳以上 満25歳以上 満25歳以上 満25歳以上 満20歳以上

総数（万人） 45 98 306 1,240 3,688

全人口比（％） 1.1 2.2 4.6 20.0 51.2
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⑴ Ｃ 

 

 

⑵ イギリス 

 

 

 

 

 

 

⑶ Ｘ ア・イ 

  Ｙ ウ・エ・オ 

 

 

 

 

 

⑷ 三民主義 

２ ⑴ 伊藤博文の暗殺事件をきっかけとして，1910年，日本は韓

国併合を強行し，韓国統監府を設置して韓国を植民地支配した。 

⑵ 日本とロシアの後ろには，ドイツとフランスが控えている。

日露戦争に対してイギリスとアメリカは日本を援助し，フラン

スはロシアを援助している。日露戦争での日本の戦費は約 17億

円余りで日本の国家予算の数年分にあたり，そのうちの約７億

円はアメリカやイギリスから募集した外国債でまかなわれた。

そのため，アメリカ・イギリスはどうしても日本が勝利するこ

とを願っていた。 

⑶ ア 下関条約で日本は清から２億両の賠償金を得たほか，

三国干渉により清に返還した遼東半島の返還料として約 5000

万円も得ていた。しかし，ポーツマス条約で日本は賠償金を得

られなかった。 

イ・オ 朝鮮は 1897 年に国号を大韓帝国（韓国）と改称した

ため，イは下関条約，オはポーツマス条約と判断できる。 

ウ・エ ポーツマス条約で日本が得た領土，利権である。 

⑷ 三民主義とは，民族主義，民権主義，民生主義である。 

 


